
 
宮崎市放課後の学習支援モデル事業（田野中学校区）業務委託仕様書 

 
１．業務名称 
　　宮崎市放課後の学習支援モデル事業（田野中学校区）業務委託 
 
２．委託期間 
　　令和８年７月８日から令和９年３月３１日まで 
 
３．業務目的 
　　本事業は、宮崎市立田野中学校に通う中学生を対象に、宮崎市田野地区交流センターを会

場に、原則週に２回（長期休業期間を含む。）、放課後における学習の場を開設し、学習機会

の拡充を図ることを目的とする。 
 
４．事業全体概要 
 
 
 
 
 

 

項目 内容 
指導形態 自学自習への個別指導型（質問対応形式） 

指導対象教科 数学・英語 

教材 参加者が各自で持参する。 

参加者負担 
４，０００円／月 
※参加者負担金は、市の歳入とする。 
※市が納入通知書を送付し、徴収を行う。 

指導体制 指導者３名以上（正職員１名以上、その他はアルバイト等可） 
※受注者が各実施日に実施場所に派遣し、指導を行う者の人数 

実施期間 令和８年８月４日〜令和９年２月２５日 

実施時間 

１限：１６：３０〜１７：２０ 
休憩：１７：２０〜１７：３０ 
２限：１７：３０〜１８：２０ 
ただし、実施時間の前後約３０分は、参加者の入退出の対応や準備、片

付け等、必要な業務を行うこと。 

実施日 

週２回 
毎週火曜日及び木曜日（長期休業期間を含む） 
ただし、下記の日（祝日及びお盆・年末の期間）は除く。 
８月　：１１日・１３日 
９月　：２２日 
１１月：３日 
１２月：２９日・３１日 
２月　：１１日・２３日 

実施場所 宮崎市田野地区交流センター（宮崎市田野町甲2818） 



５．委託業務内容等 

※参加の「申込み」「辞退」「休止」に係る受付手続は、原則として発注者が行う。 
※参加希望者に対する事業の説明は、発注者及び受注者が共同して行う。なお、契約日以降

に参加希望の保護者を対象に行う説明会（７月８日予定）に、受注者も１名以上が参加する

こと。 
 
６．安全管理等 
　　実施期間中は、次の項目のとおり参加者の安全対策・管理を十分に行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
７．委託費用 
　委託費用については、運営に係る人件費、設備費、教具費、諸経費、実施場所に指導者を

派遣する際の交通費、その他運営に関するすべての経費とする。 
　　ただし、会場の借上げに係る費用は、発注者の負担とする。 
 
８．その他 
　　本仕様書に記載のない事項、または記載事項に疑義が生じた場合は、受注者はその都　度

発注者と協議するものとする。 
 
注）発注者とは宮崎市を、受注者とは受託者をいう。 

項目 内容 
指導者の 
従事時間 

１６：００〜１９：００（３時間） 
※参加者の入退出の対応や準備、片付け等を含む。 

教室設営 必要に応じ、机・椅子等のセッティングを行い、終了後は、原状回復を行う。 
出欠管理 実施日に、参加者の出欠確認・記録を行う。 

学習指導 

参加者が持参した教材を使い個別学習を行う中で、参加者から質問（数学及

び英語）があった場合等に対応する（参加者が指導対象教科以外を学習する

ことを妨げるものではないが、学習指導の必要はない。）。 
なお、保護者からの学習や進路等に関する相談については、原則、業務対象

外とする。 

利用報告 田野地区交流センターを使用後は、所定の報告書がある場合は、必要に応じ

記録・報告を行うこと。 

月次報告 毎月の実施状況（指導者名、参加者数、特記事項等）について、翌月の１５日

までに発注者へ報告を行うこと。 

項目 内容 

連絡体制 不測の事態に備え、参加者及びその保護者に連絡できる手段を確保するとと

もに、危機管理体制及び連絡先を明らかにすること。 

中止等 

台風や地震、自然災害等により参加者の参加や帰宅に危険が生じる恐れがあ

る場合は、速やかに発注者と協議の上、参加者及びその保護者に対し、対応

について連絡を行う。 
なお、自然災害等により実施できなかった場合において、別日の振替は行わな

い。 

業務姿勢 

業務従事者は、基本的人権について正しい知識を持って業務を遂行するととも

に、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成25年法律第65
号）及び関係府省庁所管事業分野における障害を理由とする差別の解消の推

進に関する対応指針を遵守すること。 

人員配置 実施日に担当する予定の指導者が従事することができなった場合は、受注者

が代わりの者を派遣すること。 
個人情報 受注者は、別途定める「個人情報取扱特記事項」を遵守すること。 


